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\partial_{t}A= $\mu$ A+(8,, +\mathrm{i}$\beta$_{i})|A|^{2}A+($\gamma$_{f}+\mathrm{i}$\gamma$_{i})|A|^{4}A+(D_{r}+\mathrm{i}D_{{\$}} (1)
ここで,実パラメータ  $\mu$,  $\beta$ r,  $\beta$ i,  $\gamma$ r,  $\gamma$ i , Dr, Di は元のシステム固有のパラメータから決
定される.
式(1)に対して,スペクトル法の一種である疑スペク トル法を用いた数値計算を行った.時間積
分スキームには4次の Runge‐Kutta 法を採用した.システムサイズを  L=16 $\pi$ とし,境界条件には
周期境界条件を採用した.初期条件にはGauss型の波束を与え,位相に標準正規乱数を印加した.
時間刻みは  $\Delta$「\triangleleft.005 , 空間刻みは  $\Delta$ x=Ll256 とした.パラメータはそれぞれ, $\mu$^{=}-0.213,  $\beta$ F1.0,
 $\beta$_{\ulcorner-}0.8,  $\gamma$\prime--0.1,  $\gamma$ i--0.6 , Dr=0.125, D「-0.5 に固定した.
散逸ソリ トンのダイナミクスを調べるために,以下で定義される平均場を導入する.
























る[4]. これは,複素場 A(x,t)から以下の式で定義される Wigner 変換により得られる.
\mathrm{t}l^{ $\gamma$}/(x. $\gamma$.:_{i}t)= \displaystyle \frac{1}{\sim)_{j}\prime $\tau$}\int_{\infty}^{$\lambda$^{\wedge}}\text{一_{\vee}}\sim $\tau$\prime\{^{*}(x-J t\rangle,\{ (x t)_{\mathrm{C}^{1:}}^{\mathfrak{i})(1_{\mathrm{c}}\{y} (3)










P(x,p, t)= (\displaystyle \int|W(x,p_{\backslash }\prime t)|^{2}dxdp) |W(x,p, t)|^{2} (4)
この確率密度関数に対して位置と運動量の重心座標を以下のように導入する.










\Re $\phi$\Re \oplus m \mathfrak{F}\mathfrak{B} \mathfrak{B}\Re \oplus\infty &m
 i




 m\mapsto\infty  3\mathfrak{M}-
\dot{\mathrm{a}_{\underline{\mathrm{s}^{\mathrm{t}}}_{\& $\lambda$}}}\hat{{\$}\mathrm{S}}^{\mathrm{X}\langle\Re}:*\ovalbox{\tt\small REJECT} $\xi$  i\ell \overline{\check{\mathfrak{Q}}1\mathrm{a}}_{ $\varepsilon$ 0}^{9\mathfrak{B}}
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ここで, \mathrm{Z} は X と \mathrm{Y} を成分に持つ2成分ベクトルで, Wはそれぞれ独立な正規白色過程 Wx と 恥
成分に持つ2成分の確率ベク トルである.また, U(\mathrm{Z})は2重井戸型ポテンシャルであり,
U(X,\displaystyle \mathrm{Y})=\frac{1}{2}cx^{X^{2}}+\frac{1}{2}r, $\tau$\cdot \mathrm{Y}^{2}+\frac{1}{4}c_{X}X^{4}+\frac{1}{4}C $\gamma$\}^{\prime 4} (7)
で与えられる.式(6)に対応する確率密度関数の時間発展を記述するFokker‐Planck 方程式から定常
分布が以下のように求められる.
P_{s}(x, y|3)\propto\exp[- $\beta$ U(x, y)] (8)
ここで,  $\beta$ は逆温度と呼ばれるパラメータであり,  D の逆数として与えられる.  $\beta$ を確率変数と
すると,式(8)は  $\beta$ を固定した際の条件付き確率密度関数に相当する.ここで  $\beta$ がガンマ分布,
 f(_{f}\displaystyle \prime 3)=\frac{1}{ $\Gamma$(k)$\theta$^{k}}\prime\{\prime j^{k-1_{ $\zeta$\`{i}}-;'/ $\theta$} (9)
に従う確率変数であると仮定するとBayesの定理よりただちに
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\mathrm{d}V=-| $\gamma$\prime V+(I?_{m}V^{2}+D_{t $\iota$})\nabla U(X)]\mathrm{d}t+\sqrt{2D_{m}}V\mathrm{c}\mathrm{i}?V_{m}+\sqrt{2D_{a}}\mathrm{d}\mathrm{t}$\vartheta$^{$\gamma$_{a}} (12)
この拡張された Kramers 系は通常の相加性雑音に加え,相乗性雑音によっても駆動されているこ
とが特徴である.実際,式(12)において Dm\rightarrow 0 とすると通常のKramers系に帰着する.対応する
Fokker‐Planck 方程式から導出される定常分布は以下の通りである.
P_{s}(x_{j}v)=P_{\mathrm{U}}\mathrm{e}^{\backslash }\mathrm{x}\mathrm{p}[- $\gamma$ U(\mathrm{x})] (2\rangle2 +\mathrm{a}2)‐ \mathrm{t}ỉ2‐1 (13)
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